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1. 上半期実績（前期同期比較）

売上高は6億円減の2,220億円、営業利益は18億円減の521億円、経常利益は16億円減の

532億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は3億円減の359億円となりました。

テーマパーク事業が好調だった前年同期に及ばず、減収減益となりました。
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テーマパーク事業①

テ マパ ク事業の売上高は 18億円減の1 825億円となりましたテーマパーク事業の売上高は、18億円減の1,825億円となりました。

入園者数は、昨年5月にスタートした「ワンス・アポン・ア・タイム」が2年目となったこ
とや悪天候の影響により、前年同期を下回り、1,437万人となりました。

ページ右下の「入園者数の推移」のグラフをご覧ください。

ちら は 上半期 パ ク 園者数 経年推移を おりますこちらでは、上半期のテーマパーク入園者数の経年推移を示しております。

当上半期は、前年同期、前々年同期に及ばなかったものの、過去3番目の入園者数となりま
した。

ゲスト1人当たり売上高は、本年4月1日に実施したチケット価格の改定により、チケット収
入が360円増加したことから、前年同期に対して416円増加し、11,185円となりました。
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テーマパーク事業②

テ マパ ク事業の営業利益は 21億円減の439億円となりましたテーマパーク事業の営業利益は、21億円減の439億円となりました。

これは、入園者数の減少が主な要因です。

加えて、コストの増減がありますので、説明します。

資料上、コストにおける△表示は、営業利益に対するマイナスの影響を示しています。

商品原価率および飲食原価率は、為替の影響などにより増加し、コストが24億円増加しま
した。

人件費は、業績賞与の減少により、10億円減少しました。

減価償却費は、1億円増加しました。

諸経費は、主に、大型投資案件に向けた費用の増加により、11億円増加しました。

「諸経費」は、前四半期まで「固定経費・諸経費」の名称でご説明していたものです。
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ホテル事業

ホテル事業の売上高は、平均客室単価の増加により8億円増の305億円となりました。

営業利益は、客室改装による費用が発生したことから、2億円増の71億円となりました。

ページ中段には、ディズニーホテルの客室稼働率および平均客室単価一覧を掲載しており

ます。一覧の平均客室単価は、3ホテルとも前年同期と同じ表記ですが、同一レンジの中で

増加しています増加しています。

その他の事業

その他の事業は、売上高および営業利益が、ほぼ前年同期並みとなりました。
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2. 上半期実績（期初予想比較）

売上高は、期初予想に対して、2.5%、56億円減となりました。テーマパーク事業が期初予

想を下回ったことが主な要因です。

営業利益は、テーマパーク事業でコストが減少したことから、期初予想を上回りました。
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テーマパーク事業

テ マパ ク事業の営業利益は 6億円減の439億円となりましたテーマパーク事業の営業利益は、6億円減の439億円となりました。

これは、売上高の減少が主な要因です。

入園者数は、悪天候の影響などにより、減少しました。ゲスト１人当たり売上高は、ほぼ
期初予想の通りでした。

一方で、コストは減少しました。

商品原価率および飲食原価率は、為替の影響などにより増加し、合わせて約5億円のマイナ
スの影響となりました。

人件費は、準社員労働時間の減少により、約5億円のプラスの影響となりました。

減価償却費は、償却開始時期の後ろ倒しなどにより、約5億円のプラスの影響となりました。

諸経費は減少し、約25億円のプラスの影響となりました。

このうち、大型投資案件に向けた費用において、投資への振替や時期ずれなどが約10億円
ありました。その他の費用においても、下半期への費用の時期ずれなどが約15億円ありま
した。
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3. 上半期実績ー業績推移

左側の「連結売上高・営業利益率の推移」のグラフにあるように、当上半期の売上高は

2,220億円、営業利益率は23.5%と、いずれも上半期として前年同期に次いで過去3番目と

なりました。

右側の「四半期別連結営業利益の推移」のグラフをご覧ください。

第1四半期 第2四半期ともに 高い水準を維持しております第1四半期、第2四半期ともに、高い水準を維持しております。
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4. 通期予想（前期比較）

当上半期は、ここまでご説明したとおり推移したものの、第3四半期がテーマパーク入園者

数のボリュームゾーンであることなどを踏まえ、現時点では、通期の業績予想を据え置い

ております。
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5. 通期予想（業績推移）

左側の「連結売上高・営業利益率の推移」のグラフにあるとおり、2016年3月期の売上高

は、4,703億円で前期を上回る見込みです。

右側の「連結営業利益・当期純利益の推移」のグラフをご覧ください。

当期の営業利益は1,060億円と前期を下回るものの高い水準を維持しています。

当期純利益は722億円で 前期をわずかながら上回る見込みです当期純利益は722億円で、前期をわずかながら上回る見込みです。
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「2023ありたい姿」

プ「2016中期経営計画」では、2023年に当社グループが目指す状態である「2023ありたい

姿」の中で、「舞浜の土地の有効活用によるテーマパーク価値の最大化」を掲げました。

当社では、その実現に向けて、2014年度から2023年度までの10年間に5,000億円レベルの

投資を計画しています。

投資の方向性については、資料にある通りですが、これまで発表していた大規模開発構想

の内容に関しまして、テーマパーク全体の価値の最大化を目的に、現在一部見直しを行っ

ております。そのため、今回の決算発表において新たにお知らせする内容はありません。

現時点では、導入予定の施設やスケジュールなど、見直しを踏まえた計画全体について、

2015年中にお知らせする予定です。

当社では、東京ディズニーランド、東京ディズニーシーに全く新しい価値を生み出し、

パークを訪れるゲストにより素晴らしい体験をしていただけるよう、引き続き、大規模開

発の検討を進めてまいります。

なお、大規模開発構想のこれまでの発表内容は、21ページ以降に参考資料として掲載して

おりますおります。
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「2016中期経営計画」の全体構成

目標値は 「2023ありたい姿 に向けた投資を見据えて設定しており 「3年間の営業目標値は、「2023ありたい姿」に向けた投資を見据えて設定しており、「3年間の営業
キャッシュ･フロー2,800億円以上」の創出としております。

「2023ありたい姿」の実現のため、創出した営業キャッシュ・フローを企業価値向上のた

めの投資に充当するという財務方針のもと、「コア事業の長期持続的な成長」および「新
規事業による更なる成長」を2本柱として、取組んでいます。
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「2016中期経営計画」の目標値

目標値の進捗状況を説明いたします目標値の進捗状況を説明いたします。

グラフは、営業キャッシュ・フローと設備投資額の推移を表しています。

東京ディズニーシーのオープンなど、コア事業拡充のための設備投資により、営業キャッ
シュ・フローは、東京ディズニーシー開業以降一段高い水準で推移し、2013中期経営計画
期間中の3年間では、2,670億円でした。

2016中期経営計画の3年間では それを5%上回る目標を設定しております2016中期経営計画の3年間では、それを5%上回る目標を設定しております。

現段階では、計画を上回って順調に推移しており、2015年度は、1,091億円を見込んでいま
す。
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1. コア事業の長期持続的な成長

コア事業では、長期持続的な成長を目指しており、ターゲットは、将来のマーケットの変
化にも対応できるよう、幅広い意味での「ファミリー」としています。

戦略としては、入園者数の向上と単価の向上の両面から取り組んでおります。
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(1)テーマパーク価値の向上

「2023ありたい姿 に向け これまで同様新規プ ダクトを導入してきます「2023ありたい姿」に向け、これまで同様新規プロダクトを導入してきます。

2016年度は、東京ディズニーシーが開園から15周年を迎えることから、開園以来ご好評い

ただいているハンガーステージのショーをリニューアルし、オリジナルストーリーの新し
いミュージカルショー「アウト・オブ・シャドウランド」を来年7月9日からスタートする
予定です。

また、その翌年、2017年の春には、ディズニー映画「ファインディング・ニモ」シリーズ
のアトラクションがオープンする予定です。
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(2)平準化による入園者数の向上

第 第 向 組当社では、第1四半期と第4四半期の入園者数の向上に取り組んでいます。

第1四半期については、イースターをテーマとしたスペシャルイベントの育成、第4四半期に

ついては、スペシャルイベント「アナとエルサのフローズンファンタジー」の導入や、キャ

ンパスデーチケットを用いた施策により集客の向上を図っています。

前期の第4四半期には、寒い季節にもかかわらず、多くの家族連れにご来園いただいたことか

ら、今期のキャンパスデーチケットでは、これまで中学生以上の学生を対象としていたとこ

ろ、小人パスポートが必要な小学生や幼児も対象にくわえました。

(3)体験価値に応じた価格戦略

当社では、新たな価値創造や戦略的価格設定により、中長期的な単価の向上に取り組んでお

ります。今年4月のチケット価格の改定も、テーマパーク価値の向上を受けて実施したもので

す。
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(4)海外ゲストの受入体制の整備

中長期的に外国人旅行者数の増加を目標とする政府の取組みもあり、日本を訪れる外国人

はアジアを中心に増加していますが、東京ディズニーリゾートでも同様の傾向です。

当上半期における海外ゲスト比率は、6.2％でした。

中国や台湾などアジアを中心に入園者数が増加しています。

ウェブサイトでは、今年8月から、英語、中国語、韓国語に加えて、タイ語、インドネシア

語のウェブサイトを開設しました。

当社では、外国人旅行者数の増加を機会ととらえ、今後とも集客強化に向けた取り組みを

進めてまいります。
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2. 財務方針

当社では、創出された営業キャッシュ・フローをコア事業や新規事業の成長へ向けた投資

に充当し、企業価値を向上させる方針です。

(1)株主還元ー配当

2015年度の配当については、「外部環境も勘案しつつ、安定的な配当を目指す」という方

針のもと 当期は 期初予想どおりとなる年間35円となる見込みです針のもと、当期は、期初予想どおりとなる年間35円となる見込みです。

(2)ROE
ROEについては、2015年度は、12.2%を見込んでおります。

今後も 当社は株主還元を着実に実施するとともに 営業キ シ フロ の成長によ今後も、当社は株主還元を着実に実施するとともに、営業キャッシュ・フローの成長によ

る企業価値向上を目指してまいります。

20



22



©Disney

23

©Disney 24



25©Disney

26©Disney



©Disney

28



©Disney

29

©Disney


